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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数の照明装置のそれぞれが複数の照明パターンからの１又はそれ以上の特定の照明パ
ターンを演出するように駆動され得る前記複数の照明装置が分配された公共エリアにおい
て、ユーザを、出発位置から、複数の取り得る目的地の中から選択された目的地までガイ
ドする方法であって、
　目的地の記述子をユーザから取得することにより、前記の選択された目的地を決定する
ステップと、
　前記複数の照明パターンからの前記特定の照明パターンを、前記選択された目的地に割
り当てるステップと、
　前記選択された目的地に割り当てられた前記特定の照明パターンの記述子をユーザに提
供するステップと、
　ユーザの前記出発位置と前記選択された目的地との間の複数の照明装置を選択するステ
ップと、
　ユーザの前記出発位置と前記選択された目的地との間の選択された照明装置が前記特定
の照明パターンを演出するように、前記選択された照明装置を駆動させるステップとを有
し、
　各照明装置は、複数の個別の光源を有し、
　照明パターンは、或る照明装置が或る照明パターンを演出するように駆動されるときに
、前記或る照明装置に含まれる複数の個別の光源が演出シーケンスに従って制御されるよ
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うに、前記演出シーケンスを前記或る照明装置に付与することにより生成され、
　前記或る照明装置のための前記演出シーケンスは、前記或る照明装置に含まれる任意の
光源のオンへの切り替え、オフへの切り替え、点滅、調光及び／又は光の色の調節のため
の一連の命令を有し、
　前記特定の照明パターンはユーザにより作られ、これにより、光ガイダンスに対する前
記ユーザの好みに応じて変更を行うアプローチを可能にする、方法。
【請求項２】
　前記公共エリアにおけるユーザの位置が決定され、
　ユーザの近くの前記選択された照明装置が、前記特定の照明パターンを演出するように
駆動される、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記特定の照明パターンは、前記公共エリア内の前記出発位置へのユーザの到着の前に
、前記選択された目的地に関連付けられる、請求項１～２のうちいずれか一項に記載の方
法。
【請求項４】
　前記特定の照明パターンの演出は、トリガ信号によりトリガされる、請求項１～３のう
ちいずれか一項に記載の方法。
【請求項５】
　前記トリガ信号は、ユーザの存在が前記公共エリアにおいて検出されたときに生成され
る、請求項４に記載の方法。
【請求項６】
　公共エリアにおいてユーザを出発位置から目的地までガイドするための光ガイダンスシ
ステムであって、
　前記公共エリアに渡って分配され、複数の照明パターンからの１又はそれ以上の特定の
照明パターンを演出するように駆動され得る複数の照明装置と、
　前記複数の照明パターンからの特定の照明パターンを、選択された目的地に割り当てる
照明パターン割り当て部と、
　目的地の記述子をユーザから取得し、前記目的地に割り当てられた前記特定の照明パタ
ーンの表示をユーザに提供するユーザインタフェースと、
　ユーザの前記出発位置と前記選択された目的地との間の複数の照明装置を選択する選択
ユニットと、
　前記特定の照明パターンを演出するために、ユーザの前記出発位置と前記選択された目
的地との間の選択された前記照明装置を駆動させる演出インタフェースとを有し、
　各照明装置は、複数の個別の光源を有し、
　照明パターンは、或る照明装置が或る照明パターンを演出するように駆動されるときに
、前記或る照明装置に含まれる複数の個別の光源が演出シーケンスに従って制御されるよ
うに、前記演出シーケンスを前記或る照明装置に付与することにより生成され、
　前記或る照明装置のための前記演出シーケンスは、前記或る照明装置に含まれる任意の
光源のオンへの切り替え、オフへの切り替え、点滅、調光及び／又は光の色の調節のため
の一連の命令を有し、
　前記特定の照明パターンはユーザにより作られ、これにより、光ガイダンスに対する前
記ユーザの好みに応じて変更を行うアプローチを可能にする、光ガイダンスシステム。
【請求項７】
　予め規定された照明パターンの記述を記憶し、ユーザにより作られた照明パターンの記
述を記憶する記憶媒体を備えた制御装置を有する、請求項６に記載の光ガイダンスシステ
ム。
【請求項８】
　前記ユーザインタフェースは、前記公共エリアの外部に配置され、
　前記ユーザインタフェースは、前記制御装置とネットワークにより接続される、請求項
７に記載の光ガイダンスシステム。
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【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、公共エリアにおいてユーザを出発位置から目的地までガイドする方法につい
て述べている。本発明は、更に、公共エリアにおいてユーザを出発位置から目的地までガ
イドするシステムについて述べている。
【背景技術】
【０００２】
　ショッピングモール、空港、病院、図書館、展示会等のような公共エリアにおいて、特
に人がそのエリアを知らない場合には、人が所望のターゲットに関連する場所を決定する
ことは困難である。公共エリアへの訪問者は、特に時間に追われるときには、店舗、医師
の診療又はオフィスのような所望の目的場所を見つける前に長い距離を歩きたくないだろ
う。幾つかの斯様な公共エリアにおいてしばしば見出される、この問題に対する１つの取
り得る解決策は、入口付近か又はエスカレータ付近のような、１又はそれ以上の重要なポ
イントに立てられた２次元マップの形式の概観である。しかしながら、ユーザが公共エリ
ア内のどこにいるのか、及び、ユーザがどの方向に進むべきかを見つけ出すために、ユー
ザは、概観自体を最初に探し出さなければならない。
【０００３】
　顧客が斯様な概観を探し出して閲覧するための時間をもっていたとしても、グラフィカ
ルな提示は常にはっきりと理解できるものではない。或る顧客又は訪問者が行くべき方向
を一見しただけで理解するかもしれないが、その一方で、全ての人が斯様な地図又は概観
を理解できるわけではなく、一部の人は位置確認に苦労する。公共エリア内に表示された
２次元のフロアプランの代替手段は、電子マップ、例えばハンドヘルドデバイスに表示す
るための公共エリアのグラフィックレイアウトである。斯様なデバイスのユーザは、公共
エリアの異なる階を介して閲覧することができ、目的地までの行程を計画することができ
る。しかしながら、ショッピングモールのような多くの公共エリアは数百のショップ又は
ストアをしばしば含むので、斯様な概観上にこれらのショップのそれぞれの名前を含める
ことが常に実行可能なわけではない。この問題を更に複雑にするために、ショップは、廃
業して他のものに置き換えられるかもしれず、斯様な変化が起こるときはいつでもこれら
の物理的な概観が手動で変えられるか又は置き換えられることを必要とする。
【０００４】
　明かに、このタイプのメンテナンスは、費用がかかり時間を浪費し、期限通りに実行さ
れない場合には、例えばユーザが概観上の所望のターゲットを探し出すことができない場
合に、ユーザのその部分に対する不満又は失望をもたらし、又は、ユーザが公共エリア内
にもはや存在しないショップに指向された場合に、より悪化する。異なる言語により示さ
れるという問題がこれに追加される。公共エリアへの旅行者又はネイティブでない訪問者
は、概観中のテキストの意味を簡単に理解することができないかもしれない。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　それ故、本発明の目的は、前述した問題を回避する一方で、ユーザを所望のターゲット
にガイドするより良い手法を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　この目的を達成するために、本発明は、複数の照明装置のそれぞれが複数の照明パター
ンから１又はそれ以上の照明パターンをレンダリングするように駆動され得る複数の照明
装置が分配された公共エリアにおいて、ユーザを、出発位置から、複数の取り得る目的地
の中から選択された目的地までガイドする方法について説明する。本発明の光ガイダンス
システムを提供する方法は、目的地の記述子をユーザから取得することにより、選択され
た目的地を決定するステップと、複数の照明パターンからの特定の照明パターンを、選択
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された目的地に割り当てるステップと、選択された目的地に割り当てられた特定の照明パ
ターンの記述子をユーザに供給するステップと、ユーザの出発位置と選択された目的地と
の間の複数の照明装置を選択するステップと、ユーザの出発位置と選択された目的地との
間の選択された照明装置が特定の照明パターンをレンダリングするように、選択された照
明装置を駆動させるステップとを有する。
【０００７】
　この意味における公共エリアは、例えば、ショッピングモール、空港、病院等のような
、様々な訪問者に一般的に利用可能なエリア又はコンコースである。公共エリアは、単一
のビル又はビル群を有し得る。以下においては、公共エリアへの訪問者、即ち顧客、依頼
人、患者等は、歩行者であること、即ち足で進むことを想定する。当然ながら、斯様な公
共エリアへの訪問者がスクータ、モータ付き車いす等のような、輸送手段の幾つかの種類
のモードで用いられ得ることは除外されないだろう。（以下においてユーザ又は顧客とも
呼ばれる）訪問者の出発位置は、公共エリアに入る幾つかのポイント、例えばメインエン
トランス又は駐車場から公共エリアまで案内する入口であってもよく、ユーザの選択され
た目的地は、ショップ、オフィス等であってもよく、ユーザは、これらの目的地にガイド
されることを望む。
【０００８】
　本発明の方法を用いることで、ユーザが選択した目的地に関連付けられた特定の照明パ
ターンにより、ユーザの出発位置からユーザのターゲット目的地までのパーソナライズ又
はカスタマイズされたガイダンスがユーザに提供される。照明装置を用いてレンダリング
されたときにユーザが照明パターンを容易に認識することができるように、例えば照明パ
ターンがレンダリングされたときに見えるようにスクリーン内に示されることにより、予
め特定の照明パターンの視覚的表示がユーザに与えられる。本発明の明らかな利点は、ユ
ーザの出発位置と目的地との間に配置されたこれらの照明装置だけが特定の照明パターン
をレンダリングするように駆動される必要があり、他の照明装置は影響を受けないままで
あることである。更に、公共エリアへの任意の他の訪問者は、その照明パターンを見るこ
とができるが、これらを装飾的なもの、審美的なもの又は娯楽的なものとして把握するだ
けであり、そうでなければ、その照明パターンにより影響をされないか又は邪魔されない
だろう。本発明の特定の利点は、照明パターンが静かに生成され得るので、目立たない態
様で複数のユーザが異なる目的地にガイドされ得ることである。
【０００９】
　ユーザにガイダンスを提供する方法のこれらのステップは、例えばユーザがターゲット
としての目的地を選択する前に照明パターンが目的地に割り当てられ得る、任意の適切な
シーケンスで実行され得ることが現段階で述べられるだろう。
【００１０】
　公共エリアにおいてユーザを出発位置から目的地までガイドするための適切な光ガイダ
ンスシステムは、公共エリアに渡って分配され、複数の照明パターンからの１又はそれ以
上の照明パターンをレンダリングするように駆動され得る複数の照明装置と、複数の照明
パターンからの特定の照明パターンを、選択された目的地に割り当てるための照明パター
ン割り当て部とを有する。光ガイダンスシステムは、ユーザから目的地の記述子を取得し
、目的地に割り当てられた特定の照明パターンの記述子をユーザに提供するためのユーザ
インタフェースと、ユーザの出発位置と選択された目的地との間の複数の照明装置を選択
するための選択ユニットと、特定の照明パターンをレンダリングするために、ユーザの出
発位置と選択された目的地との間の選択された照明装置を駆動させるためのレンダリング
インタフェースとを有する。
【００１１】
　従属請求項及び後続の説明は、本発明の特定の有利な実施形態及び特徴を開示している
。
【００１２】
　この文書における"照明パターン"は、照明装置により生成された視覚的に把握可能な効
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果である。照明パターンは、レンダリングの間において一定のままであり得るか又は変化
し得る１又はそれ以上の色を有し、閃光、点滅、移動等のような特定の効果を有し得る。
例えば、照明パターンは、壁に沿って"移動する"ように見える青色光、選択された目的地
の方向にユーザの前を直接的に走行するように見えるオレンジの"光の泡"を有し得る。
【００１３】
　１つだけの光源を有する照明装置は、明らかに、レンダリング可能な照明パターンの範
囲内に制限されるだろう。明らかに、より多くの関心のある照明パターンは、特にこれら
が制御された態様で駆動される場合には、より多くの光源で実現されてもよい。それ故、
本発明の好ましい実施形態において、照明装置は、複数の個別の光源を有し、照明パター
ンは、照明パターンをレンダリングするために照明装置が駆動されるときに照明装置の個
別の光源がレンダリングシーケンスに従って制御されるように、レンダリングシーケンス
を照明装置に付与することにより生成される。レンダリングシーケンスは、好ましくは、
以下に説明されるような、光源に解釈されて付与され得るプログラム又は命令／コマンド
のシーケンスを有する。照明装置の光源は、個別に、まとめて、又は、複数のグループ例
えば３若しくは４の光源のグループとして制御され得る。これらの光源のうちいずれかは
、オンに切り替えられ、オフに切り替えられ、調光され、点滅し、又は、その色を調節す
るように制御され得る。
【００１４】
　本発明の他の好ましい実施形態において、特定の照明パターンは、ユーザの選択された
目的地で提供される所望の製品又はサービスに関連付けられる。この意味における"選択
された目的地"は、１つの特定のショップのような単一の目的地である必要はなく、複数
の取り得る目的地を有してもよい。例えば、訪問者がショップの名前を特定することなく
"ガラス製品"にガイドされることを要求する場合には、光ガイダンスシステムは、ガラス
製品を売っているか又は展示している公共エリア内の１又はそれ以上の場所に訪問者をガ
イドすることができる。この目的を達成するために、光ガイダンスシステムは、公共エリ
ア内の関連するショップを識別し、適切なルートを作り出し、そのルートに沿った適切な
照明装置を選択し、照明パターンを目的地に割り当てることができる。この特定の照明パ
ターンをレンダリングするように、選択された照明装置を制御することにより、訪問者は
、自身が選択した目的地に対応する場所のそれぞれにガイドされることを可能にする。例
えば、訪問者と様々なガラス製品の目的地との間の選択された照明装置は、深い青色光を
レンダリングするために駆動され得る。そして、訪問者は、公共エリアにおいてこれらの
目的地のうちの１又はそれ以上を容易に探すことができる。
【００１５】
　公共エリアにおける取り得る目的地のための照明パターンは、訪問者が目的地を選択し
たときに、対応する予め規定された照明パターンの視覚的表示が訪問者に与えられるよう
に、予め規定される。訪問者は、公共エリア内の適切なポイントで、例えばエントランス
又は他の重要な位置の近くにこの目的のために配置されたユーザインタフェースをもつコ
ンソールで、直接的にこれを行うかもしれない。照明パターンを目的地に割り当てるこの
手法は、実現するのを非常に容易にし、比較的制限された数の目的地をもつ病院のような
公共エリアに対して有利であり得る。代替手段として、病院又はミュージアムのような公
共エリアのためのより経済的なアプローチは、訪問者が利用可能なパンフレットにおいて
予め規定された照明パターンの視覚的表示を印刷することであってもよい。
【００１６】
　照明装置、ユーザインタフェース、レンダリングインタフェース等のような、述べられ
た種々の要素のインタラクション及び動作を制御するために、本発明の光ガイダンスシス
テムは、好ましくは、中央制御装置、例えば中央サーバ若しくはプロセッサであり得る制
御装置を有し、又は、適切な態様で接続された複数のサーバ又はプロセッサをもつ分配さ
れた制御装置を有してもよい。また、この制御装置は、好ましくは、適切にプログラムす
るか又はレンダリングするシーケンスの形式で予め規定された照明パターンを記憶するた
めの記憶媒体を有する。制御装置のプロセッサ上で実行する適切なコンピュータプログラ
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ムは、光ガイダンスシステムの照明装置に制御信号を発行し、レンダリングされる照明パ
ターンのトラックを維持し得る。制御装置は、以下で説明されるように、同一の照明パタ
ーンが異なる目的地をもつ２人の訪問者によっては選択されないことを保証することがで
き、又は、特定の目的地とともに若しくは特定の訪問者により使用するために照明パター
ンを予約することができる。
【００１７】
　既に示されたように、特定の公共エリアのための光ガイダンスシステムは、複数の予め
規定された照明パターンを有してもよく、又は、これらが管理者によりプログラムされて
もよい。しかしながら、その公共エリアに頻繁に訪れる訪問者は、自身の"個人的な"照明
パターンを規定したいかもしれない。それ故、本発明の光ガイダンスシステムは、好まし
くは、ユーザによって作られた照明パターンを記憶することができ、従って、この照明パ
ターンは、要求された記憶媒体から取り出され得る。光ガイダンスに対する斯様なカスタ
マイズされたアプローチは、"インテリジェント"で制御可能な光源の使用により可能にな
る。ユーザが自身の照明パターンを選択することを可能にすることは、"ファーストレー
ン"サービスを特定の顧客に提供することを望むビジネスにとって特に魅力的なものであ
り得る。
【００１８】
　ユーザが自身の個人的な照明パターンを特定することができる複数の手法が存在する。
例えば、公共エリア内の幾つかのポイントに配置されたコンソールのような非常に単純な
ユーザインタフェースにより、公共エリアへの訪問者は、取り得る目的地のリストから目
的地を選択し、その後、訪問者を目的地にガイドするようにレンダリングされるように、
色、パターン、ロゴ等を選択するのを開始することができる。ユーザインタフェースは、
完全にグラフィカルであってもよく、又は、ユーザとの直感的で直接的なコミュニケーシ
ョンを可能にするために、テキスト、グラフィック及び場合により音声インタフェースの
組み合わせを用いてもよい。
【００１９】
　ユーザの希望への照明パターンのカスタマイズは、その可能性がインターネットのよう
な現代の通信方式により提供されたおかげで、更に発展され得る。これは、デバイスとシ
ステムとの間の情報の速くて簡単な交換を可能にする。それ故、本発明の更なる好ましい
実施形態において、特定の照明パターンは、公共エリア内の出発位置へのユーザの到着前
に、選択された目的地と関連付けられる。例えば、ＰＣ又はハンドヘルドデバイス上で公
共エリアのウェブサイトとインタラクトすることにより、ユーザは、言わば、ドロップダ
ウンメニュから、検索結果のリストから、又は、公共エリアのフロアプランのグラフィッ
ク表示から、ユーザが訪問したい場所を選択することができる。そして、そのウェブサイ
トの追加の特徴を用いて、ユーザは、ユーザが公共エリアに到着するときにレンダリング
されるべき色、パターン、ロゴ等を選択することができる。好ましくは、照明パターンの
視覚的表示は、実際にレンダリングされた照明パターンを現実的に模倣する。この手法に
おいて、ユーザは、家を出る前でさえも、光ガイダンスシステムを利用する公共エリアへ
の訪問を計画することができる。明らかに、ユーザにより選択された目的地は、単一のシ
ョップ又は同じタイプの製品を売る複数のショップのような、１つのタイプのターゲット
に限定されるものではない。本発明の光ガイダンスシステムにおいて、"選択された目的
地"は、公共エリア内の異なる場所の組又はリストであってもよい。例えば、ユーザは、
シューズショップ、ブックストア、旅行代理店及びレストランを訪問したいかもしれない
。ユーザは、前述のように、選択された目的地を予め特定することができ、光ガイダンス
システムは、特定の照明パターンによりガイドされる一方で、ユーザがたどる最も効果的
なルートを決定することができる。
【００２０】
　本発明の光ガイダンスシステムの更に好ましい実施形態において、ユーザインタフェー
スは、公共エリアの外部に配置され、ユーザインタフェースは、インターネット又は他の
無線通信ネットワークのような適切なネットワークにより制御装置に接続される。例えば
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、ユーザは、パーソナルコンピュータを用いて家で行程を準備し、例えばユーザが訪問し
たい公共エリア又は公共エリア内のショップのウェブサイトを用いて目的地を入力するこ
とができる。携帯電話機又は自己管理手帳のような多くのハンドヘルドデバイスがインタ
ーネットアクセスを提供するので、ユーザは、行程を準備し、斯様なデバイスを用いて照
明パターンを選択又は蓄積することができる。ユーザインタフェース（パーソナルコンピ
ュータ、携帯電話機等）間の通信は、通常の方法で、即ちブロードバンド、無線ＬＡＮ等
を介して行うことができる。他の代替手段の実現において、ユーザは、公共エリアに到着
する前に、行程を準備するか、又は、モバイルデバイスに目的地を入力することができる
。そして、特定された情報の転送は、ユーザが公共エリアに入り、対応するセンサを通過
するときに、例えばBluetooth（登録商標）インタフェースにより自動的に行われる。
【００２１】
　特定の照明パターンが出発位置から目的地までユーザをガイドすることを目的とするの
で、ユーザが実際に出発位置から選択された目的地へ出発する態勢にある時から特定の照
明パターンがレンダリングされることになる。それ故、本発明の特定の好ましい実施形態
において、特定の照明パターンが、トリガイベントにより生成された信号に応答してレン
ダリングされる。そして、このトリガイベントは、光ガイダンスシステムによりレンダリ
ングされるべき特定の照明パターンをもたらす。トリガイベントは、例えば、訪問者が公
共エリア内のコンソールから目的地を選択するときに生じ得る。ユーザによって予め選択
された特定の照明パターンの場合において、トリガイベントは、訪問者が例えば幾つかの
適切なコマンド又はコードを前述されたタイプのコンソールに入力することにより訪問者
の到着が知らされたときに生じ得る。トリガイベントは、例えば、ユーザが目的地に到着
したとき、ユーザが選択された目的地までの行程に対して遠回りするとき、又は、ユーザ
が選択された目的地に実際に到着することなく公共エリアを出た場合に、照明パターンの
レンダリングを中断又は終了してもよい。
【００２２】
　当然ながら、これは、トリガイベントが自動的に生ずる場合に、ユーザにとってより便
利になり、従って、ユーザは到着を特に知らせる必要はない。更に、これは、ユーザの到
着を知らせるべく、コンソールで登録するために、又は、顧客カードを専用のカードリー
ダに通すために、ユーザが公共エリア内の特定のポイントを最初に配置する必要がない場
合に、ユーザの観点からより有利になるだろう。訪問者は、選択された目的地を真っ直ぐ
たどることを好み、訪問者が公共エリア内に到着するとすぐにレンダリングされる特定の
照明パターンをたどる。それ故、本発明の特に好ましい実施形態において、トリガ信号は
、ユーザの存在が公共エリアにおいて検出されたときに生成される。ユーザ又は訪問者の
存在は、ＲＦＩＤ（radio-frequency identification）テクノロジにより特に簡単な手法
で検出され得る。多くの人々は、ＲＦＩＤタグを含む顧客カードのような幾つかの種類の
カードを既に持ち運んでいる。斯様なタグを検出し得る光ガイダンスシステムにおいて、
ユーザは、後にユーザが公共エリアを訪問するときはいつでも自動的に検出されるように
、光ガイダンスシステムに１回登録するだけで十分であるだろう。光ガイダンスシステム
の制御装置は、公共エリアに関して配置された検出装置又は読み取り装置から情報を受信
し、特定の訪問者に関するこの情報を解析し、選択された照明装置を適宜制御するように
実現され得る。公共エリア内の光ガイドシステムのサービス提供者が、訪問者をガイドす
るか又は照明パターンをカスタマイズするための料金を取りたい場合には、訪問者の顧客
カードは、取引データを制御装置に送信することによりユーザの口座から自動的に引き落
とすために用いられてもよく、これに基づいて、顧客、ショップ又は他の依頼人がこのガ
イダンスサービスに対して支払うことができる。引き落としは、好ましくは、制御装置を
用いて実行され得る。
【００２３】
　選択された目的地に訪問者をガイドすることを目的とした特定の照明パターンは、トリ
ガ信号の生成後の或る予め規定された期間の間レンダリングされ得る。例えば、特定の照
明パターンは、出発位置から選択された目的地まで移動するために訪問者により必要とさ
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れる時間の推定量の間レンダリングされ得る。しかしながら、斯様な時間を正確に予測す
ることは困難であるので、及び、ユーザが選択された目的地を理解する前に特定の照明パ
ターンが"消える"場合にはユーザを苛立たせるので、光ガイダンスシステムは、例えば訪
問者の顧客カード上のタグを検出するために目的地に配置された、例えば、検出装置又は
センサとも呼ばれるＲＦＩＤ"リーダ"により、目的地で訪問者の到着を検出することがで
きる。これは、訪問者が目的地に到着するまで光ガイダンスシステムが照明パターンをレ
ンダリングすることを可能にする。
【００２４】
　斯様なシステムのユーザが例えば医者又は診療所の専門家と会う約束をしているときに
は、ユーザは、公共エリアを通って目的地まで直接的にガイドされることを好むだろう。
しかしながら、システムのユーザは、ショッピングをしているときには、多くの消費者と
同様に、目的地に向かう途中で他のショップにおいて閲覧しようとするかもしれない。そ
れ故、公共エリアにおけるユーザの移動のトラックを維持し、照明装置を適宜制御するこ
とが有利であり得る。この場合もやはり、これは、ＲＦＩＤタグで容易に実現され得る。
公共エリアに関して適切なリーダを簡単に配置することにより、又は、既に導入されたリ
ーダを用いることにより、光ガイダンスシステムは、ユーザが目的地に向かう途中で依然
として照明パターンをたどっているかどうかを、又は、例えば、ユーザが、異なる経路を
選ぶこと又は遠回りして他のショップへ寄ることを決めた場合には訪問者の選択された目
的地までのルートが再び計算されるべきかどうかを、決定することができる。ユーザが選
択された目的地までの移動を中断することを光ガイダンスシステムが決定するときには、
そのユーザのための特定の照明パターンは非活性化（"一時停止"）され、ユーザが移動を
再開し他のリーダを通過するときに再活性化される。この手法においてＲＦＩＤリーダを
使用することにより、光ガイダンスシステムは、常に、ユーザの選択された目的地までの
最も早いか又は最も短いルートを計算することができる。同様に、ユーザが目的地を訪問
することなく公共エリアを出た場合には、これは、公共エリアの出口に配置されたＲＦＩ
Ｄリーダにより検出され、このユーザのための照明パターンのレンダリングが自動的に取
り消され得る。
【００２５】
　センサの近傍において訪問者の存在を検出するためのこのアプローチは、得意先に特別
なサービスを提供するために用いられてもよい。例えば、或るショップは、特定の得意先
に特別な割引を提供することを望むかもしれない。このショップと中央制御装置との間の
中心により、顧客がショッピングモール内にいることをセンサが決定するときに、特定の
顧客のための照明パターンがレンダリングされ得る。異なる選択された目的地を既に特定
した場合に顧客はそのショップにガイドされ、又は、訪問者が近くで検出されたときにそ
のショップの外側で照明パターンがレンダリングされ得る。照明パターンは、その訪問者
に予め割り当てられるか、又は、訪問者自身でパーソナライズされた照明パターンを設計
してもよい。
【００２６】
　既に述べられたように、照明装置は、その光源群が色を変えるか又はこれらの強度を変
えるように制御され、光源群は、これらのフラッシュのうちの１又はそれ以上をオン及び
オフにする等のように制御されてもよい。要するに、光源は、ユーザを対象とした特定の
パターンをレンダリングするように制御される。しかしながら、ユーザは、恐らく、選択
された目的地が、ユーザの現在位置に対して実際にどこにあるかを知らないので、特定の
照明パターンが正しい方向のポインタをユーザに提供し得る場合により有利になるだろう
。それ故、本発明の更に好ましい実施形態において、複数の選択された光源は、特定の照
明パターンが或る方向に移動するように見えるように特定の照明パターンをレンダリング
するように駆動される。この効果は、複数の手法で実現され得る。例えば、照明装置が、
床、壁又は天井上にあるかどうかに関わらず一列に次々と設けられた光源群を有する場合
には、この照明装置のためのレンダリングシーケンスは、選択された目的地の方向に照明
が移動するように見えるように全体の印象が与えられるように、光源が交互の態様で連続
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的に重ねてオン及びオフに切り替えられることをもたらすためのコマンド又は命令を有し
得る。頭上に取り付けられた照明装置は、ダウンライト（downlighter）又はゴボプロジ
ェクタ（gobo projector）を有し得る。当業者によって知られたこのタイプのプロジェク
タは、可動照明装置の前に置かれた、一部の照明が通過することを可能にするための開口
部をもつプレートのような画像要素を有する。照明装置のための適切なレンダリングシー
ケンスを付与することにより、画像は、表面上、例えば、床、壁又は天井に投影される。
この態様で光が床又は壁に放たれることは、"ウォールウォッシング（wall-washing）"と
も呼ばれる。照明装置が選択された目的地の方向に移動するように制御されるときには、
この態様で投影された画像は、"こちらへどうぞ"という効果を与えるために照明装置の動
きをたどり、ユーザは、正しい方向に視覚的にガイドされる。
【００２７】
　明かに、本発明の光ガイドシステムは、異なるターゲット目的地に複数の訪問者を同時
にガイドすることができる。この目的を達成するために、本発明の光ガイドシステムにお
いて使用する照明装置は、個別に、グループで、又は、全体として、制御可能な、任意の
数の光源を有する。例えば、照明装置の光源は、第１及び第２の訪問者のための第１の照
明パターン及び第２の照明パターンをそれぞれ交互にレンダリングことをもたらし得る。
明らかに、この交互のレンダリングは、２つの異なる照明パターンに限定されない。任意
の数の異なる照明パターンがこの手法でレンダリングされてもよい。考えられる限りでは
、複数の照明パターンが単一の照明装置により同時にレンダリングされてもよいので、交
互のレンダリングに限定された照明装置もなくてもよい。例えば、廊下の長さに沿って設
けられた光源列を有する照明装置において、それぞれの第２の光源が一の方向に移動する
ように見える青色のパターンをレンダリングするために用いられ得る一方で、残りの光源
が反対の方向に移動するように見える黄色のパターンをレンダリングする。斯様な交互又
は同時のパターンは、適切なレンダリングシーケンスを用いて生成される。
【００２８】
　レンダリングシーケンスにおけるコマンドは、照明装置の光源の一部又は全部に付与さ
れる。それ故、本発明の光ガイダンスシステムにおいて、照明装置は、好ましくは、業界
標準プロトコルに従って実行可能なレンダリングインタフェースを有する。複雑な照明装
置、例えばステージ照明又はビル用の照明システムを制御する目的のために特に開発され
た斯様なプロトコルの例は、ＤＡＬＩ（Digital Addressable Lighting Interface）及び
定着したＤＭＸ５１２－Ａ通信プロトコルである。これらのプロトコルは、個々の照明装
置が、柔軟で簡単な態様で処理及び制御され又はプログラムされることを可能にする。照
明パターンは、例えば、ユーザにより選択された色及びパターンを、レンダリングインタ
フェースにより要求された適切なラインのコードに解釈するために、システム管理者によ
り、又は、グラフィカルユーザインタフェースを用いてユーザにより、手動で入力された
、一連のコマンドにより規定され得る。
【００２９】
　本発明の他の目的及び特徴は、添付図面と併せて考慮された以下の詳細な説明から明か
になるだろう。しかしながら、図面は、本発明の限定の定義としてではなく、単に例示の
目的のためにデザインされることが理解されるべきである。
【図面の簡単な説明】
【００３０】
【図１】公共エリアのレイアウトの概略図を示す。
【図２】本発明の光ガイダンスシステムの一実施形態のブロック図を示す。
【図３】照明パターンの視覚的表示をもつユーザインタフェースの一実施形態のグラフィ
カル表示を示す。
【図４】本発明の方法のアプリケーション下で照明パターンによりユーザがガイドされる
ことを示す。
【図５】本発明の更なる実施形態において光ガイダンスシステムの照明装置の、トリガイ
ベントに応答した制御を示す。
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【発明を実施するための形態】
【００３１】
　図面において、同様の番号は同様のオブジェクトを参照する。図中のオブジェクトは必
ずしも実寸で描かれる必要はない。
【００３２】
　図１は、マップ形式で公共エリア２のレイアウトを示し、また、公共エリア２への訪問
者のための取り得る出発位置Ｓを示す。典型的な出発位置は、公共エリア２に入るポイン
ト、例えば、道路、駐車場又は地下公共交通システムからの入口であろう。この例におい
て、公共エリア２は、影付きのブロックで示されたショップ、レストラン、カフェ等のよ
うな任意の数の商業施設を伴うモールであり、これらの商業施設のうちいずれかは公共エ
リア２への訪問者のための目的地Ｔであり得る。訪問者を目的地Ｔにガイドするために、
公共エリア２に関する廊下２１又は通路２１における或る位置に導入された照明装置Ｌ１

，Ｌ２，・・・，Ｌｎを備えた光ガイダンスシステムが用いられる。数個の照明装置だけ
が明確さの目的のために示される。即ち、明らかに、公共エリア２に導入され得る照明装
置の数を制限するものではない。
【００３３】
　本発明の斯様な光ガイダンスシステムは、図２のブロック図を用いて説明される。光ガ
イダンスシステム１０は、制御装置１５により発行される制御信号Ｃ１，Ｃ２，・・・，
Ｃｎにより制御される複数の照明装置Ｌ１，Ｌ２，・・・，Ｌｎを有する。制御装置は、
公共エリア内の幾つかの適切な場所、例えばサービススタッフ又は技術者が利用可能な制
御室に配置され得る。各照明装置Ｌ１，Ｌ２，・・・，Ｌｎのための制御信号Ｃ１，Ｃ２

，・・・，Ｃｎは、例えば電気配線により通常の態様で伝えられるか又は出力される。各
照明装置Ｌ１，Ｌ２，・・・，Ｌｎは、制御信号Ｃ１，Ｃ２，・・・，Ｃｎをその光源Ｓ

１１，Ｓ１２，Ｓ１３，Ｓ２，Ｓｎ１，Ｓｎ２に付与するための対応するレンダリングイ
ンタフェースＲ１，Ｒ２，・・・，Ｒｎを有する。この場合もやはり、少ない数の光源Ｓ

１１，Ｓ１２，Ｓ１３，Ｓ２，Ｓｎ１，Ｓｎ２だけが示され、明らかに、光ガイダンスシ
ステム１０において用いられた光源Ｓ１１，Ｓ１２，Ｓ１３，Ｓ２，Ｓｎ１，Ｓｎ２の数
は、とりわけ、制御装置１５の能力、制御信号Ｃ１，Ｃ２，・・・，Ｃｎを伝えるための
利用可能な帯域幅、及び、照明装置Ｌ１，Ｌ２，・・・，Ｌｎ自身の実現により管理され
るだろう。
【００３４】
　制御装置１５において、データベース１６の形式のメモリ１６は、照明装置Ｌ１，Ｌ２

，・・・，Ｌｎによりレンダリングされ得る照明パターンを記述する情報を記憶するため
に用いられる。照明パターン割り当て部１１は、メモリ１６における照明パターンのうち
１つ、又は、ユーザにより入力された照明パターンを、選択された目的地に割り当てる。
この照明パターンをレンダリングするための特定の照明装置Ｌ１，Ｌ２，・・・，Ｌｎは
、図面では示されない、ユーザにより選択されたターゲット目的地に従って、選択ユニッ
ト１４により選択される。制御インタフェース１７において、適切な制御信号Ｃ１，Ｃ２

，・・・，Ｃｎは、照明パターンの記述に従って、選択された照明装置Ｌ１，Ｌ２，・・
・，Ｌｎに対してアセンブルされる。
【００３５】
　ユーザは、ユーザインタフェース１２により希望を入力することができる。これは、公
共エリア内のコンソール、又は、公共エリアから分離されたパーソナルコンピュータ若し
くは携帯デバイスであり得る。ユーザは、提供された照明パターンの選択肢から１つを選
択することにより照明パターンを特定することができる。選択された照明パターンの視覚
的表示ＶＴは、ユーザインタフェース１２のスクリーンにおいてユーザに対して示される
。目的地の記述１３のような、ユーザインタフェース１２により入力された情報は、適切
なネットワークＮを介して制御装置１５に送信される。適切なネットワークＮは、ユーザ
インタフェース１２が公共エリア内のコンソールである場合には配線され、又は、ユーザ
インタフェース１２が公共エリアの外部装置である場合には無線（例えばインターネット
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）であり得る。ユーザが公共エリアに到着する前、例えば家を出る前に目的地を選択する
ときには、目的地の記述及び選択された照明パターンは、要求されるまでメモリ１６に記
憶され得る。
【００３６】
　公共エリアに関して分配された検出部Ｆ１，Ｆ２，・・・，Ｆｍは、ユーザの到着を登
録するために追跡ユニット１８において用いられ得る情報を制御装置１５に供給する。こ
の情報は、選択ユニット１４に対して適切な態様で供給され、従って、ユーザの近くの照
明装置Ｌ１，Ｌ２，・・・，Ｌｎは、選択された照明パターンをレンダリングするように
制御される。
【００３７】
　図３は、ショッピングモールのような公共エリアのためのユーザインタフェース１２の
グラフィカル表示を示す。ここで、ユーザインタフェース１２は、それぞれが関連付けら
れた照明パターンの視覚的表示Ｖ１，Ｖ２，ＶＴ，Ｖ３をもつ複数の目的地Ｔ１，Ｔ２，
Ｔ，Ｔ３が記載されたタッチセンサ式スクリーンを有する。（手で示された）ユーザ１は
、この例において、ショッピングモール内の陶磁器ショップにガイドされることを望み、
それ故、目的地Ｔに関連付けられ視覚表示ＶＴで示された照明パターンを選択する。この
パターンで注目されるのは、その後、ユーザ１は、照明装置によりレンダリングされた選
択された照明パターンを単純にたどることにより、ショッピングモール内の陶磁器ショッ
プのいずれか又は全てにガイドされ得る。この例において、予め規定された照明パターン
は、ユーザインタフェース１２において示された目的地Ｔ１，Ｔ２，Ｔ，Ｔ３に予め割り
当てられる。
【００３８】
　図４は、本発明の方法のアプリケーションの下で、選択された照明パターンにより訪問
者１がガイドされることを示している。予め目的地を入力した訪問者１は、照明パターン
の視覚的表示を示され、目的地に訪問者を案内するために、方向Ｄにおける公共エリア２
を通る照明パターンをたどっている。制御装置１５は、照明パターンをレンダリングする
ために２つの照明装置Ｌ１，Ｌ２を制御している。照明装置Ｌ１は、３つの光源Ｓ１１，
Ｓ１２，Ｓ１３及びレンダリングインタフェースＲ１をもつ。これらの光源Ｓ１１，Ｓ１

２，Ｓ１３は、制御装置１５により発行された制御信号Ｃ１により制御される。レンダリ
ングインタフェースＲ１により付与された制御信号Ｃ１は、照明装置Ｌ１の光源Ｓ１１，
Ｓ１２，Ｓ１３が赤及び白に交互に光ることをもたらし、それ故、訪問者１に示される照
明パターンをレンダリングする。他の照明装置Ｌ２は、単一の光源Ｓ２、モータ又はアク
チュエータ、及び、ゴボ（gobo）要素を有する。これらは、訪問者１により選択された照
明パターンに対応する画像が訪問者１の前の床に投影又は放たれることをもたらすように
、及び、訪問者の選択された目的地の方向Ｄに移動するように、照明装置Ｌ２のレンダリ
ングインタフェースＲ２により解釈された制御信号Ｃ２により制御され得る。
【００３９】
　図５は、公共エリア２への訪問者１によりトリガされたトリガイベントに応答した光ガ
イダンスシステム１０の照明装置Ｌ２の制御を示している。訪問者１は、公共エリア２に
到着する前に、選択された目的地及びそこに訪問者１をガイドするための選択された照明
パターンをもっている。訪問者１は、例えばインターネットを介して公共エリア２のウェ
ブサイトにアクセスすることにより、これを行った。公共エリア２は、公共エリア２に入
る適切なポイントに配置されたコンソール１２を備えている。コンソール１２には、ＲＦ
ＩＤタグを検出するための検出部Ｆ１が組み込まれている。訪問者１は、訪問者１を識別
するためのＲＦＩＤタグを備えた顧客カード１９を持ち運んでいる。訪問者１がコンソー
ル１２に接近するか又は通過する際に、検出部Ｆ１は、訪問者のカード１９内のＲＦＩＤ
タグを検出し、このイベントを、トリガ信号２０により、破線で示された光ガイダンスシ
ステム１０の制御装置１５に通信する。トリガ信号２０は、ＲＦＩＤタグから読み取られ
た、訪問者１の識別情報を含む。この情報を用いて、制御装置１５は、訪問者１のための
前に選択された目的地、及び、対応する前に選択された照明パターンを取り出す。そして
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、制御装置１５は、適切な制御信号Ｃ１，Ｃ２，・・・，Ｃｎが公共エリア２内の照明装
置に発行されることをもたらす。一の照明装置Ｌ２が天井２１に取り付けられることが示
される。コンソール１２を通過することで、訪問者１は、予め選択された照明パターンを
訪問者１の前の床であり選択された目的地の方向Ｄの床に放つ照明装置Ｌ２によりレンダ
リングされた照明パターンにより目的地にガイドされる。
【００４０】
　既に述べられたように、より多くの検出部が公共エリアに対して分配されてもよい。こ
れらの検出部は、訪問者の進み具合が公共エリア２の至るところで追跡され得るように、
訪問者１が通過するときはいつでも登録することができ、訪問者１が選択された目的地ま
での行程を迂回することができる。特に照明パターンの方向が訪問者により得られた迂回
の結果として変更する必要があるときに、制御装置１５により公共エリア２の照明装置に
発行された任意の制御信号Ｃ１，Ｃ２，・・・，Ｃｎが適宜調節され得るように、検出部
は、公共エリア２内の訪問者の場所の制御装置１５に情報を伝える。
【００４１】
　本発明は好ましい実施形態及びこれらのバリエーションの形式で開示されたが、多くの
追加の変更及びバリエーションが本発明の範囲から逸脱することなく行われることが理解
されるだろう。例えば、本発明の光ガイダンスシステムは、例えば季節的効果を含めるこ
とにより照明パターンの生成を強化するために、如何なる時でも追加の照明装置を扱うよ
うに増大され得る。また、光ガイダンスシステムは、例えば特価提供に関連付けられた照
明パターンをレンダリングすることによりモール内の買い物客を特価提供にガイドするこ
とにより、公共エリア内の一時的なアトラクションに訪問者をガイドするために用いられ
てもよい。特価提供に関連付けられたパターンは、例えば、"黄色のスターバーストをた
どってください"という可聴式のお知らせにより、ビデオディスプレイにおいて視覚的に
、又は、訪問者に対して扱われたパンフレット又はチラシにおいて、公共エリア内の訪問
者に知らせるように行われ得る。更に、異なる町にあるショッピングモールのような、異
なるが関連した公共エリアのための光ガイダンスシステムは、これらの公共エリアのいず
れかを訪れる斯様な顧客が自身でパーソナライズされて見慣れた照明パターンで常に迎え
られ得るように、得意先のためのパーソナライズされた照明パターンに関する情報を交換
してもよい。ユーザは、ユーザが顧客カードを読み取り可能な光ガイダンスシステムを備
えた公共エリアに入るときに自動的に読み取られ得る顧客カード上に１又はそれ以上のパ
ーソナライズされた照明パターンを記憶してもよい。
【００４２】
　明確さの目的のために、この出願における単数表記の使用は複数を除外するものではな
く、"有する"は他のステップ又は要素を除外するものではないことが理解されるべきであ
る。"ユニット"又は"モジュール"は、特に指定のない限り、複数のユニット又はモジュー
ルを有してもよい。
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